
 

福島県南会津郡只見町立只見中学校（ユネスコスクール）の SDGｓへの取組 

Think globally, act locally! 
①新聞紙レジ袋の作成 

本校では、ユネスコエコパークにあるユネスコスクールとして ESD・海洋教育に力を入れてきた。 

令和元年、当時の中学２年生（現・高校２年生）が新潟県上越市で海岸のゴミ拾いや魚釣り体験を行った際、海洋ゴミの多さ

に衝撃を受け、「川で海につながっている上流域の只見町からプラスチックゴミをなくそう」と考え、新聞紙によるレジ袋作成に

至った。レジ袋有料化の前に、全校生で取り組んでおり、地元の新聞社やテレビ局等で取り上げられ、学校ホームページでも

発信することで反響を呼んだ。生徒が袋を扱っていただく事業所を開拓し協賛事業所は８事業所となっている。新聞紙レジ袋

作りから始まった活動は、以下、様々な実践へとつながっている。 

 

〇ＳＤＧｓ委員会が中心となって昼休みに作成       〇現・１年生（第５世代）へ 新入生歓迎・新聞紙レジ袋教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇地域の方への新聞紙レジ袋教室（年に３回程度）       〇ＴＶ番組や他校との交流学習でオンライン教室開催 

 

 

 

 

 

 



②只見町産のブナ材を使ったＳＤＧｓバッジ作成とＳＤＧｓへの協力依頼 

 SDGｓに取り組んでいるシンボルとして「SDGs カラーホイール」を作成。より多くの人にＳＤＧｓを知ってもらいたいという願

いを込めて、協賛事業所などで配付している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇国連に只見中の活動についてバッジとともに令和３年２月に報告すると、９月に国連事務総長から返信が届いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③コキアを使った「ゼロ・カーボン・ほうき」の作成 

〇令和３年 夏休みに SDGｓ委員会が種から育てたコキアの苗を持ち帰り家庭で育てて学校に持ち寄る。さらに、校舎の裏山

にあるアカソという植物から紐を編んで作り、コキアを束ねたほうきを作った。掃除で使っているが、各家庭でも利用してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④生徒会による「只見中学校気候非常事態宣言」とペットボトル削減への具体的な取組 

〇令和３年１０月２３日 「只見中気候非常事態宣言」を発表。そして、具体的な活動として「ペット・フリー・マンデー」（月曜日は

みんなでペットボトル飲料を飲まないようにする）の実践も加わった。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒がオリジナルキャラクター「らっくん」をデザイン。SDGｓ委員会で話し合い、各家庭でペットボトルが入っていることが



令和 4 年度、只見中は総合的な学習の時

間を核とした教科等横断的な学び、SDGｓへ

向けた ESD「只見学」を推進しています。 

ふるさと・只見を愛し、関わり、繋がる。そ

して、その経験から将来、何らかの形でふる

さとに恩返しできる生き方、家族や地域、人

生で出会う多くの人を喜ばせる生き方、持続

続可能な社会づくりに貢献できる生き方に、

つながってほしいと願い、私たち教職員一

同、今後も生徒達の活動を見守り、伴走して

いきたいと思います。 

予想される冷蔵庫に貼ってもらうマグネットを考えた。先生や各家庭に配付（令和４年６月）して、協力を呼びかけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Leave No One Behind!  
《2022.9.24～25 ふくしま SDGｓ博 只見中ブースにて内堀県知事と》 

                                            

 

 

 

 

 

 


